
Ⅱ実施内容

里地里山の保全・活用の取組における課題と技術的方策等

分類 多様な主体の連携・協働

手法名 大学との連携を契機とする地域特性を活かした里地里山保全活動の展開

主体 特定非営利活動法人能登半島おらっちゃの里山里海

背景(地域の課題）

　過疎化を背景にして、耕作放棄地を中心に里地里山環境の荒廃が課題となってい
る。奥能登の地域的事情としては次があげられる
・過疎化
・耕作放棄地の発生
・世界農業遺産の指定や千枚田に象徴されるような文化的景観があり、それらの維
持・保全、再活用。

手法／方策の詳細

（１）金沢大学との連携
　金沢大学能登学舎が設置されるとともに、「里山マイスター養成講座」がスタート。
当プロジェクトは就農を志す若い担い手を能登に呼び込み、そして環境配慮型農業を
実践し、農産物に二次、三次の付加価値をつけて市場に出し、能登の自然や文化資
源を活かしたグリーンツーリズム型観光の拠点を創り出せる地域リーダーの要請を
目指すものだった。
　この講座の運営を契機にして、地域のサポート団体を立ち上げ、大学と連携した調
査実践活動を行うNPO法人が設立された。

（２）行政施策と連携した事業展開
　大学との連携することで得られる専門性や技術力、ネットワーク力を活かし、行政施
策と連携した事業展開を行っている。これまで環境省の生物多様性保全推進事業や
循環型社会地域支援事業などに取り組んでいる。

（３）地域活性化に貢献する独自の取り組み
　地域に根差した団体の持ち味を生かして、里山市場や地元女性たちによる食堂運
営を行うことで、地域の活性化に貢献するとともに独自の資金づくりを行っている。
（図１）

（４）多様な主体と連携した展開方針
　地域連携保全活動計画の策定を契機とした調査活動や、実証事業の実施を予定。
地元農業者、NPO、行政、大学といった多様な主体の連携による活動推進を企図し
ている。(図２）

手法・技術的視点

・大学との連携から保全活動と地域活性化の双方を視野に入れた活動を創出
　大学との連携活動をベースに置きながらも、NPO法人としての特性を生かして、調
査活動や人材育成（大学の教育機能）に留まらない取り組み展開を行っている。行政
の事業メニューを利用した地域の里地里山保全活動の他、地域特性を活かした産品
開発や販売も実施し、地域活性化の取り組みも進めている。
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実行プロセス・運営
体制のイメージ

図・写真資料

参考資料

里なび研修会ｉｎ石川パワーポイント資料（北風八紘氏）
NPO法人能登半島おらっちゃの里山里海ウェブサイトhttp://www.satoyama-
satoumi.com/oraccha/
金沢大学「能登半島里山マイスター養成プログラムウェブサイト
http://cr.lib.kanazawa-u.ac.jp/meister/
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